
① 自治会などの地域活動を主に男性が担っていると回答　42.6％
     （群馬・60代男性の回答割合）

② 家事を主に女性が担っていると回答　59.5％
    （群馬・回答者全体の回答割合）

③ 地域活動で男性が優遇されていると感じる　47.0％
    （全国・回答者全体の回答割合（小計））

なぜなぜ 女性自治会長は女性自治会長は
　少ないの？　少ないの？
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地域や家庭に残る

男女の役割の偏り

　地域の暮らしを支える自治会。その代表である

自治会長は、今も男性が圧倒的に多いのが現状です。

　女性自治会長の割合は、全国平均7.8%に対し、

群馬県は1.3%で全国最下位 、前橋市も1.4%です。

　男性・女性それぞれの自治会長に、その理由や

これからの自治会について聞きました。

女性自治会長が少ない背景を考える

出典：

① ②群馬県「令和6年度男女共同参画社会に関する県民意識調査」

③内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和6年9月調査）

11月12日(木)から25日(水)までは、

女性に対する暴力をなくす運動期間です。
配偶者などからの暴力や性犯罪、ストーカー行為、

セクハラなどは、人権を侵害する行為です。

一人で悩まず相談してください。

11月12日(木)から17日(火)、

11月23日(月)から25日(水)まで

11月12日(木)から13日(金)まで



自治会長は性別にかかわらず

できる仕事です。地域に関わる

経験が次の一歩につながります。

自分にできる範囲で無理をしない。

一人で抱え込まず、みんなで

やればいいんです。

編集委員　山口

「参加しやすさ」だけでなく、「参加したいと思える自治会へ」
　取材を通して、自治会役員の担い手不足は、地域全体の課題だと感じました。役割の分担や会議の効率化

など、活動のあり方を時代に合わせて見直すことが大切だと思います。性別や年代にかかわらず、それぞれ

の経験や得意なことを生かし、誰もが参加したくなる仕組みをつくることで、自治会はもっと身近なものに

なりそうです。

このニュースレターは、市民ボランティア編集委員と前橋市が協働で作成しました

前橋市　市民部　共生社会推進課　Tel. 027-898-6517

男女共同参画ニュースレター「新樹」

　60歳までフルタイムで勤務し、退職後に下川町の女
性部の部長を経験しました。その後、当時の自治会長
に声をかけられ6年間会計を担当。前会長が体調を崩
したことをきっかけに、自治会長を引き受けました。

　2年間、組長兼会計を務めました。その後、自治会
長選考委員から声をかけられ、市役所勤務時代にた
くさんの自治会長の皆さんにお世話になったことも
あり、引き受けました。

　自治会長は大変そうというイメージや、男性が多い
中に入ることへのためらいもあると思います。自治会
は、時代に合わせたアップデートができていないので
はないでしょうか。

誰もが参加しやすくするには？

自治会長に聞きました自治会長に聞きました

宮下 雅夫
さん

元総社町第三自治会長

自治会長歴 2年目
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自治会長を引き受けたきっかけは？自治会長を引き受けたきっかけは？ 自治会長を引き受けたきっかけは？自治会長を引き受けたきっかけは？

　自治会長を経験して、男性にしかできない仕事では
ないと感じました。しかし、次の自治会長候補として
女性を思い浮かべる人はまだ少なく、そうした意識を
変えていく必要があると思います。

女性自治会長が少ないのはなぜ？ 女性自治会長が少ないのはなぜ？

　40年ほど住んでいても知らなかった地域の課題が
見えるようになりました。防災、高齢者の見守り、空
き家など、大変ながらも解決に向けて動いたり、必要
な支援につないだりできることにやりがいを感じてい
ます。

　地域のことを知り、団地のあちこちに知り合いが
でき、皆さんが協力してくれることがうれしいで
す。「できる範囲でやる、無理をしない」が私のス
タンスです。忙しい時もありますが、お友達との食
事など自分の時間もしっかり取っています。

やりがいは？
大変ではない？やりがいは？ 大変ではない？やりがいは？
大変ではない？やりがいは？ 大変ではない？

　自治会長一人に仕事を集中させず、役員で分担す
ることが大切です。若い世代や子育て世代は、行事
に参加するだけでなく、企画するところから関われ
る機会をつくると、地域とのつながりが広がると思
います。

誰もが参加しやすくするには？

　昔からの組織や仕事をそのまま続けるのではなく、
「誰でもできる仕事」に変えていくことが必要です。
不要な役職は見直し、仕事は分担する。LINEなどを
活用して、会議は短くするとよいと思います。


